
4�

設ָ発掘௨৴ /P���設ָ発掘௨৴ /P���

ฏ

��
年
̒
݄
߸

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ฤ
ू
ɾ
発
ɹߦ

 ɹ
ɹ
ެ
ӹ
ࡒ
ஂ
๏
ਓ 

Ѫ

ݝ
ڭ
ҭ
ɾ
ε
ϙ
ồ
π
ৼ
ڵ
ࡒ
ஂ 

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

  

Ѫ

ݝ
ຒ
ଂ
จ
Խ
ࡒ
η
ϯ
λ
ồ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
˟
̐
̕
̔�

̌
̌
̍
ɹ̓
Ѫ

ݝ


ࢢ
લ
ἃ
ਢ
ொ

ํ
̔
̌
̎
の
̎
̐

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ి
ɹ

	

̌
̑
̒
̓


̒
̓�

̐
̍
̒
ừ̍

ཧ
՝
Ửɹ
̐
̍
̒
ừ̏
調
査
՝
Ử

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δɹ

IUUQ���X
X

X
�N

BJCVO�DPN

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

'BDFCPPLɹ

IUUQT���X
X

X
�GBDFCPPL�DPN

�N
BJCVOBJDIJ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

TX
JUUFSɹ

IUUQT���UX
JUUFS�DPN

�BJDIJ@N
BJCVO

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

 

ҹ

ɾ
ڠ
ɹྗ
ɹ
ɹ

҆


ۀ
ג
ࣜ
ձ
ࣾ

/P���

平成 �� 
݄̒߸

/P���

　

石
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た

  『
年
代
』
を
知
る
！

写真 6　土器に付着した炭化物を測定
しました（笹

ささだいら
平遺跡）

　

こ
の
設
楽
発
掘
通
信
、
遺
跡
の
説
明
会
や
報
告
会
、
遺
物
の
展
示
で
必
ず
見
か
け
る
遺
跡

や
遺
構
（
竪た
て
あ
な
た
て
も
の

穴
建
物
の
跡
な
ど
）、
遺
物
（
土
器
や
石
器
な
ど
）
の
「
年
代
」。
遺
跡
を
見
学

す
る
方
々
か
ら
は
、「
ど
う
し
て
年
代
が
分
か
る
の
？
」
と
い
う
質
問
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
考
古
学
が
扱
う
「
年
代
」
は
“
二
つ
”
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
「
相そ
う
た
い
ね
ん
だ
い

対
年
代
」
と
呼
ば
れ
る
年
代
で
、
ど
ち
ら
が
古
く
て
、
ど
ち
ら
が
新
し
い
か

と
い
う
新
旧
関
係
で
表
さ
れ
る
年
代
で
す
。
こ
の
年
代
は
遺
物
の
特
徴
を
相
互
に
比
較
す
る

「
型け
い
し
き
が
く

式
学
」
的
な
方
法
や
、
遺
物
が
出
土
し
た
地
層
の
関
係
を
調
べ
る
「
層そ
う
い位
学が
く

」
的
な
方

法
（
写
真
４
）
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法
で
は
新
旧
関
係
は
分
か
っ

て
も
、“
何
年
前
か
”
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
は
“
何
年
前
か
”
を
実
際
に
数
値
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
「
絶ぜ
っ
た
い
ね
ん
だ
い

対
年
代
」
で
、「
暦

年
代
」
ま
た
は
「
数す
う
ち
ね
ん
だ
い

値
年
代
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
文
字
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

年
代
、
理り

か化
学が
く
て
き的
な
方
法
で
測
定
さ
れ
る
年
代
で
す
が
、
縄
文
時
代
の
日
本
に
ま
だ
文
字
は

写真 4　石器が出土する地層を丹念に掘り下げていく　　　　　
　　　「層位学」的な発掘調査（川向東貝津遺跡）

炭化ͨ͠छࢠ

土器の表面の炭化物

方
法
、
使
用
機
器
、
こ
れ
ま
で
に
測
定
し
た
結
果
に
つ
い
て
も
、
随
時
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

早は
や

野の

浩こ
う

二じ

）

な
く
、
弥
生
時
代
以
降
で
も
遺

物
に
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
非
常
に
稀
な
の
で
、
多
く

使
わ
れ
る
の
は
理
化
学
的
な
方

法
で
す
。
理
化
学
的
な
方
法
の

代
表
が
「
年ね
ん
り
ん
ね
ん
だ
い
ほ
う

輪
年
代
法
」
と

「
放ほ
う
し
ゃ
せ
い
た
ん
そ
ね
ん
だ
い
そ
く
て
い
ほ
う

射
性
炭
素
年
代
測
定
法
」

で
、
設
楽
ダ
ム
関
連
の
遺
跡
発

掘
調
査
で
も
、
各
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
炭た
ん

化か

木も
く
ざ
い材
・
種し
ゅ

子し

（
写

真
５
）、
出
土
土
器
に
付
着
し

た
炭
化
物
（
写
真
６
）
を
、
外

部
の
専
門
機
関
に
依
頼
し
て
数

多
く
測
定
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
次
回
以
降
、「
放
射
性

炭
素
年
代
測
定
法
」
の
原
理
や

写真 5　貯蔵穴から出土した炭化種子を
測定しました（滝

たきせ
瀬遺跡）

写真 1（上）　石原遺跡の表土掘削に着手しました
写真 2（左上）川向東貝津遺跡出土の木葉形尖頭器
写真 3（左下）川向東貝津遺跡出土石器の検討会

 　

い
よ
い
よ
六
月
五
日
か
ら
、川
向
地
区
に
あ
る
石い
し
は
ら原

遺
跡
で
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
四
月
に
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
員
と
な
っ
た
若
き
考
古
学
者
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
初
め
ま
し
て
、
今
年
度
か
ら
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
田た
な
か
り
ょ
う

中
良
と
申
し
ま
す
。
今
年
度
は
本
発
掘
調
査
B
の
石
原
遺
跡
と
本
発
掘
調

査
A
の
中な
か
む
ら村

遺
跡
と
ハ
ラ
ビ
平
だ
い
ら

遺
跡
を
担
当
し
ま
す
。
行
政
で
の
発
掘
調
査
は
初
め
て
で
、

期
待
と
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
経
験
を
最
大
限
発
揮
し

て
、
調
査
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
大
学
で
は
石
器
を
研
究
し
て
い
た
の
で
、
現
在
平
成
二
十
二
・
二
十
七
・
二
十
八
年
度

に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
、
川か
わ
む
き向
東
ひ
が
し

貝が
い

津つ

遺
跡
の
整
理
作
業
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
後
期
や
中
期
の
遺
構
や
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
下
層
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
（
約
一
万
五
千
年
前
）
と
後
期
旧
石
器
時
代

（
約
一
万
七
千
年
前
）
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
物
と
し
て
は
、

木も
く
よ
う
け
い
せ
ん
と
う
き

葉
形
尖
頭
器
（
石い
し
や
り槍

）、
有ゆ
う
ぜ
つ
せ
ん
と
う
き

舌
尖
頭
器
（
投
げ
槍や
り

）、
搔そ
う
き器
（
皮
な
め
し
具
）、
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
物
は
尖
頭
器
（
小
形
の
槍
）、
細さ
い
せ
き
じ
ん

石
刃
（
カ
ミ
ソ
リ
の
刃

の
よ
う
な
石
の
刃
）、
彫ち
ょ
う
き器
（
木
や
骨
に
溝
を
彫
る
道
具
）、
搔
器
、
細さ
い
せ
き
か
く

石
核
（
細
石
刃
を
剥

が
す
た
め
の
小
形
な
石
核
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
草
創
期
の
木
葉
形
尖
頭
器
が

三
十
点
近
く
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
愛
知
県
内
で
も
大
変
稀
で
す
。
旧
石
器

時
代
の
遺
物
も
細
石
核
の
接
合
資
料
や
剥
片
と
石
核
の
接
合
資
料
な
ど
良
好
な
資
料
と
な
っ

て
お
り
、
設
楽
町
の
み
な
ら
ず
、
愛
知
県
を
代
表
す
る
よ
う
な
遺
跡
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

石
原
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
と
川
向
東
貝
津
遺
跡
の
整
理
作
業
共
に
一
生
懸
命
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
設
楽
町
の
歴
史
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

田た
な
か中　

良
り
ょ
う) 
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　遺構を清掃して
日光の当たり具合に
注意しながら撮影し
　ます

なるほど！

　大発見！　
でもこんなに
出たらどう
するんや ?!
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囲が遺構だよ !

遺構面を平らに
削って探します

　遺物を含む
層を包含層と言
います。それを
掘って土器や石
　器を探します

竪穴建物跡（床面）

笹平遺跡
縄文土器（深鉢）
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ほ　う 　が　ん　 そ　う

く　 う 　さ　 つ
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  『
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る
！
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しました（笹
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こ
の
設
楽
発
掘
通
信
、
遺
跡
の
説
明
会
や
報
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会
、
遺
物
の
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で
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け
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遺
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遺
構
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竪た
て
あ
な
た
て
も
の

穴
建
物
の
跡
な
ど
）、
遺
物
（
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器
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器
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）
の
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年
代
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遺
跡
を
見
学

す
る
方
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か
ら
は
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ど
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し
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年
代
が
分
か
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の
？
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と
い
う
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問
も
よ
く
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に
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ま
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そ
も
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考
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学
が
扱
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年
代
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あ
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。
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た
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ね
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だ
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対
年
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と
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れ
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ら
が
新
し
い
か

と
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に
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な
方
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や
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遺
物
が
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土
し
た
地
層
の
関
係
を
調
べ
る
「
層そ
う
い位
学が
く

」
的
な
方

法
（
写
真
４
）
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法
で
は
新
旧
関
係
は
分
か
っ

て
も
、“
何
年
前
か
”
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
は
“
何
年
前
か
”
を
実
際
に
数
値
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
「
絶ぜ
っ
た
い
ね
ん
だ
い

対
年
代
」
で
、「
暦

年
代
」
ま
た
は
「
数す
う
ち
ね
ん
だ
い

値
年
代
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
文
字
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

年
代
、
理り

か化
学が
く
て
き的
な
方
法
で
測
定
さ
れ
る
年
代
で
す
が
、
縄
文
時
代
の
日
本
に
ま
だ
文
字
は

写真 4　石器が出土する地層を丹念に掘り下げていく　　　　　
　　　「層位学」的な発掘調査（川向東貝津遺跡）

炭化ͨ͠छࢠ

土器の表面の炭化物

方
法
、
使
用
機
器
、
こ
れ
ま
で
に
測
定
し
た
結
果
に
つ
い
て
も
、
随
時
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

早は
や

野の

浩こ
う

二じ

）

な
く
、
弥
生
時
代
以
降
で
も
遺

物
に
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
非
常
に
稀
な
の
で
、
多
く

使
わ
れ
る
の
は
理
化
学
的
な
方

法
で
す
。
理
化
学
的
な
方
法
の

代
表
が
「
年ね
ん
り
ん
ね
ん
だ
い
ほ
う

輪
年
代
法
」
と

「
放ほ
う
し
ゃ
せ
い
た
ん
そ
ね
ん
だ
い
そ
く
て
い
ほ
う

射
性
炭
素
年
代
測
定
法
」

で
、
設
楽
ダ
ム
関
連
の
遺
跡
発

掘
調
査
で
も
、
各
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
炭た
ん

化か

木も
く
ざ
い材
・
種し
ゅ

子し

（
写

真
５
）、
出
土
土
器
に
付
着
し

た
炭
化
物
（
写
真
６
）
を
、
外

部
の
専
門
機
関
に
依
頼
し
て
数

多
く
測
定
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
次
回
以
降
、「
放
射
性

炭
素
年
代
測
定
法
」
の
原
理
や

写真 5　貯蔵穴から出土した炭化種子を
測定しました（滝

たきせ
瀬遺跡）

写真 1（上）　石原遺跡の表土掘削に着手しました
写真 2（左上）川向東貝津遺跡出土の木葉形尖頭器
写真 3（左下）川向東貝津遺跡出土石器の検討会

 　

い
よ
い
よ
六
月
五
日
か
ら
、川
向
地
区
に
あ
る
石い
し
は
ら原

遺
跡
で
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
四
月
に
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
員
と
な
っ
た
若
き
考
古
学
者
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
初
め
ま
し
て
、
今
年
度
か
ら
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
田た
な
か
り
ょ
う

中
良
と
申
し
ま
す
。
今
年
度
は
本
発
掘
調
査
B
の
石
原
遺
跡
と
本
発
掘
調

査
A
の
中な
か
む
ら村

遺
跡
と
ハ
ラ
ビ
平
だ
い
ら

遺
跡
を
担
当
し
ま
す
。
行
政
で
の
発
掘
調
査
は
初
め
て
で
、

期
待
と
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
経
験
を
最
大
限
発
揮
し

て
、
調
査
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
大
学
で
は
石
器
を
研
究
し
て
い
た
の
で
、
現
在
平
成
二
十
二
・
二
十
七
・
二
十
八
年
度

に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
、
川か
わ
む
き向
東
ひ
が
し

貝が
い

津つ

遺
跡
の
整
理
作
業
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
後
期
や
中
期
の
遺
構
や
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
下
層
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
（
約
一
万
五
千
年
前
）
と
後
期
旧
石
器
時
代

（
約
一
万
七
千
年
前
）
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
物
と
し
て
は
、

木も
く
よ
う
け
い
せ
ん
と
う
き

葉
形
尖
頭
器
（
石い
し
や
り槍

）、
有ゆ
う
ぜ
つ
せ
ん
と
う
き

舌
尖
頭
器
（
投
げ
槍や
り

）、
搔そ
う
き器
（
皮
な
め
し
具
）、
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
物
は
尖
頭
器
（
小
形
の
槍
）、
細さ
い
せ
き
じ
ん

石
刃
（
カ
ミ
ソ
リ
の
刃

の
よ
う
な
石
の
刃
）、
彫ち
ょ
う
き器
（
木
や
骨
に
溝
を
彫
る
道
具
）、
搔
器
、
細さ
い
せ
き
か
く

石
核
（
細
石
刃
を
剥

が
す
た
め
の
小
形
な
石
核
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
草
創
期
の
木
葉
形
尖
頭
器
が

三
十
点
近
く
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
愛
知
県
内
で
も
大
変
稀
で
す
。
旧
石
器

時
代
の
遺
物
も
細
石
核
の
接
合
資
料
や
剥
片
と
石
核
の
接
合
資
料
な
ど
良
好
な
資
料
と
な
っ

て
お
り
、
設
楽
町
の
み
な
ら
ず
、
愛
知
県
を
代
表
す
る
よ
う
な
遺
跡
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

石
原
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
と
川
向
東
貝
津
遺
跡
の
整
理
作
業
共
に
一
生
懸
命
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
設
楽
町
の
歴
史
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

田た
な
か中　

良
り
ょ
う) 




